
「『未来を生き抜く人財育成』学力保障スクラム事業」の取組例 Ｄ小学校

取組①〈指導体制：教科担任制・ＴＴ・習熟度別〉

（3年）担任３名＋加配教員１名での教科担任制を実施。各

担任は「国語」「算数」「理科・社会」を指導し、加配教員

は「算数」に 配置。算数のＴＴや少人数指導を可能とした。

（5年）担任４名＋加配教員１名＋教務主任で、国語のＴＴ、

算数の習熟度別学習を実施した。

取組②〈学校研究：国語の研究授業〉

学校研究を「学力向上を図る教育活動の充実～主体的・対話的

な授業の展開を目指して～」と設定し、各学年の授業公開を行っ

た。昨年度は国語・算数であったが、今年度は国語に絞り、研究

を進めた。

研究協議では、本校教員で、少人数のグループ協議を実施し、

その上で指導者からご指導をいただいた。

算数では、習熟度別学
習だけでなく、学習内容
に応じて時間割を組み直
し、ＴＴも実施。タブレ
ットの導入もあり、個に
応じた指導の充実を図る
ことができた。

図：Ｔ２（担任）がタブ
レットを使ってヒントを
与えている。

ＩＣＴの活用を積極的に
行った。Ｔ１Ｔ２の役割
分担を明確にすることで
児童の考えをスクリーン
に即座に反映させること
ができ、児童の思考を深
めた。

対話的な学習において
は、資料を適切に活用
させ、考えを可視化さ
せることで、話合いの
活性化を促した。

５年の教員の配置図
国語と算数を持つ加配

と理科と書写を持つ加配
で構成し、国語のＴＴを
可能とした。若手教員の
指導力向上も視野に入れ
た取組。



取組③〈放課後パワーアップ教室〉
平成３０年度から取り組んできた、3年生対象の放課後教

室をより充実させるため、市と連携を強化した。今年度から

は、市のモデル校として、地域教育支援課が中心となって事

業を進めていくこととなった。運営に当たり、年4回運営協

議会を実施し、方針や具体的な進め方について協議を重ね、

より充実した活動となるよう努めた。

取組④〈学校研究：家庭への啓発〉

学校研究の取組の一つとして、今年度は家庭への啓発に重点を置

いた。

①学力分析の結果を踏まえた「学習プラン」の配布

②学校研究の様子を伝える「けやきっ子通信」の発行

③親子で取り組む読書活動「うちどく」の推進

①学習プラン
学力分析を受けて、各学

年の結果と対策を掲載。ま
た家庭学習の取組時間の目
安などを示し、家庭学習の
啓発を図った。

自分の学習を進
めたり、宿題をし
たりと内容は様々
であったが、地域
の方や大学生に教
えてもらい、とて
も楽しそうに学ぶ
様子が見られた。
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②けやきっ子通信
研究授業の内容や、教員の

おすすめの本などを定期的に
紹介した。

③うちどく
けやきっ子通信を活用し、

方法を伝え実施。

うちどくカードは、掲示し
たり、通信で紹介したりし、
活性化を促した。

地域教育支援課と学校
だけでなく、学校応援団
（子どもサポート）や近
隣の大学、地域の教員Ｏ
Ｂも参加し、運営してい
る。

運営協議会では、学習
の内容、クラス分け等、
具体的な協議を行った。


